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有機薄膜太陽電池用の新規 7 員環型フラーレン 
7 員環型フラーレン誘導体のはじめてのデバイス応用を成功させ、市販材料（PC61BM）よ

り高い開放電圧を有することを証明しました。 

本技術の内容・特徴 
 

 
従来技術に比べての優位性 

➊ 高い LUMO 準位 

➋ 優れた開放電圧VOC 

➌ 7 員環骨格に由来する特異性 

予想される効果・応用分野 

➊ 有機薄膜太陽電池 

➋ 7 員環型フラーレン類似化合物への展開 

➌ 7 員環型類似化合物の有機半導体材料への

応用 
 

提供できる支援方法 

 共同研究 

 材料提供 

 技術相談 

 オーダーメード開発支援 
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1). フラーレン C60に 7 員環骨格が隣接する構造の有機半

導体材料（7 員環型フラーレン誘導体）を開発し，高

収率・高純度での合成が可能（図 1） 
2). 塗布型有機薄膜太陽電池へデバイス応用（図 2・表 1） 

  
図 1.  7 員環型フラーレン誘導体 

 

 

表 1. 作製したデバイスの性能 

 
図 2. モデルデバイスの模式図

（上）及び実物写真（下） 
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